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下野市教職員の当たり前の取組（その１）

「悲観的に準備し、楽観的に行え！」

日頃より本市の教育に御理解と御協力を頂き、深く感謝申し上げます。

今年度も、下野ファミリエ運動のスローガン「当たり前のことを当たり前に

やろう！」の下、市内すべての児童生徒の笑顔のために、さらなる高みを求め

て、共に教育活動に取り組んでいきましょう。

新年度のスタートにあたり、不祥事の未然防止のために、教職員一人一人の

危機管理意識の高め、誠意ある教育が実践できるよう、「当たり前のことを当

たり前に」の観点から、次の４点を心掛けていきましょう。

１ 人

・体罰（不適切な言動等を含む）をしない、させない！

・わいせつ行為等の禁止！

・心と体の健康の維持を（児童生徒のみならず教職員も含めて）

２ もの

・エコプロジェクトの継続を（３Ｓ運動：節水・節電・節約）

・学校備品（ＰＣ・デジカメ等）の管理徹底！

・学校内、教室内の環境整備を！

３ 金

・公金の適切な管理を！（現金の扱いと会計等の処理）

４ マナー

・個人情報の適切な取扱を！（校内規定に則った扱い）

・交通規則の遵守を！（スピード違反、飲酒運転等の禁止）

・公務員としての自覚を常に！

（校務を終えても服務は終わらない）

「絶対な安心・安全はない。」だからこそ、「当たり前の取組」を下野市教

職員の基盤に据え、児童生徒の笑顔のため頑張っていきましょう。

エコプロジェクト・下野市版３Ｓ運動の推進を!!

※『節電、節水、節約』を徹底する。 下野市学校教育課

。 ℡ 0285-32-8918


